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定
要
因
と
し
て
提
案
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
後
、
バ
イ
デ
ン
は
、
そ
れ
ら
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

に
倣
い
、
中
国
の
権
威
主
義
に
対
し
、
民
主
主
義
と
自
由
主
義
の

同
盟
に
基
づ
く
「
新
世
界
秩
序
」
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
れ
は
新

し
い
「
封
じ
込
め
」
戦
略
と
新
冷
戦
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
か
？

　

他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
中
国
の

経
済
発
展
、
ハ
イ
テ
ク
技
術
、
一
帯
一
路
戦
略
に
基
づ
く
、
世
界

へ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

へ
の
積
極
的
投
資
、
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
医
療
技
術
の
輸
出
な
ど
に

依
拠
す
る
政
策
か
ら
一
線
を
画
し
、
米
国
と
協
力
し
て
中
国
の
権

威
主
義
に
対
抗
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
選
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
あ
ま
り
に
も
リ
ス
キ
ー
で
は
な
い
の
か
。
中
国
経
済
と
の
デ
カ

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

二
〇
二
一
年
六
月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
7
は
、
ア
メ
リ

カ
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
、
権
威
主
義
と
名

指
し
さ
れ
た
中
国
に
対
す
る
自
由
と
民
主
主
義
の
「
価
値
の
同

盟
」
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
。

　

二
〇
世
紀
の
二
つ
の
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
は
「
価
値
に
基

づ
く
秩
序
」
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ウ

ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
一
四
か
条
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
国
際
連
盟
を
、
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、「
四
人
の
警
察
官
」
に
よ
る
「
四
つ

の
自
由
」
の
宣
言
に
よ
っ
て
国
際
連
合
を
、
戦
後
国
際
秩
序
の
安

羽　

場　

久
美
子

評　論
特
集
◎
コ
ロ
ナ
終
焉
後
の
世
界

コ
ロ
ナ
後
の
国
際
政
治
と
日
本
：

　
　
　

経
済
競
争
か
ら
「
価
値
の
同
盟
」
へ

　
　

―
新
世
界
秩
序
の
構
築
か
、
あ
る
い
は
新
冷
戦
か
？

―
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図
は
、Financial 

T
im
es

に
お
け
る
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か

ら
二
〇
二
一
年
六
月
中
旬
ま
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者

数
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
武
漢
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
が
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
瞬
く
間
に

欧
州
と
ア
メ
リ
カ
に
広
が
り
、
当
初
の
段
階
で
は
九
割
が
米
欧
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
後
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
二
〇
二
一
年
一
月
―
二

月
の
第
二
波
で
は
、
再
び
欧
州
と
ア
メ
リ
カ
で
死
者
の
半
分
以
上

を
占
め
、
一
日
一
四
、
五
一
〇
人
も
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
傾

向
は
、
二
〇
二
一
年
の
四
、
五
月
ま
で
続
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
五
月
頃
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
死
者
が
激
減
し
た
。

欧
州
特
に
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
よ
り
六
月
に
は

死
者
が
激
減
し
、
変
わ
っ
て
イ
ン
ド
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
新

興
諸
国
で
死
者
が
増
加
し
た
。

　

次
頁
の
表
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
一
九
日
現
在
の
コ
ロ
ナ
感
染

者
死
者
ト
ッ
プ
一
二
カ
国
で
あ
る
。
世
界
の
感
染
者
お
よ
そ
一
億

八
千
万
、
死
者
三
九
〇
万
の
う
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
最
大
の
感

染
三
四
〇
〇
万
、
死
者
六
一
・
七
万
、
イ
ン
ド
が
ほ
ぼ
三
〇
〇
〇

万
、
死
者
三
八
・
六
万
、
欧
州
と
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
が
並
ん
で
い
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
後
一
年
で
ワ
ク
チ
ン
を
実
用
化
し
た
、
米

欧
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
も
ま
た
、
著
し
い
も
の
が
あ
り
、

も
は
や
世
界
に
ア
メ
リ
カ
の
主
導
す
る
新
し
い
国
際
秩
序
を
も
た

ら
す
と
は
思
え
な
い
。

　

で
は
い
か
な
る
時
代
の
到
来
と
な
る
の
か
？

　

本
論
文
の
検
証
仮
説
と
し
て
、
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
米

国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
衰
退
を
押
し
留
め
る
た
め
な
す
べ
き
こ
と
は
、

「
価
値
の
同
盟
」
に
よ
っ
て
中
国
の
発
展
を
封
じ
込
め
る
こ
と
で

は
な
く
、
経
済
、
Ｉ
Ｔ
、
医
療
技
術
に
関
し
て
異
な
る
価
値
を
持

ち
つ
つ
成
長
し
て
い
る
国
々
、
中
国
や
イ
ン
ド
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
と
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
興
と
繁
栄
を
享
受
す
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

　

二
〇
〇
年
続
い
た
近
代
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
米
欧
日
は
、
今
や

経
済
的
に
は
中
国
や
ア
ジ
ア
の
経
済
と
切
り
離
し
が
た
く
結
び
つ

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
・
国
々
と
協
力
し
、
二
一
世
紀
の
新

し
い
世
界
秩
序
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
先
進
国
の
経
済
危
機
、
さ

ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
危
機
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
自
由
主
義
的
な
経
済
競
争
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
先
進
国

の
経
済
停
滞
、
格
差
、
中
産
層
の
没
落
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の

課
題
解
決
型
政
策
に
よ
る
再
出
発
は
、
中
国
・
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
な
ど
、
新
興
国
と
の
連
携
と
協
力
に
よ
っ
て
こ
そ
可
能
で
あ
り
、

先
進
国
危
機
の
処
方
箋
で
あ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

第
一
章　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
爆
発

二
〇
二
〇
年
―
二
〇
二
一
年

ッ
プ
リ
ン
グ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
利
益
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
か
。

む
し
ろ
将
来
、
欧
州
が
遅
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
に
基
づ
く
経
済
再

生
を
考
え
る
と
き
、
欧
州
に
と
っ
て
中
国
・
ア
ジ
ア
と
の
連
携
は
、

衰
退
を
押
し
と
ど
め
る
の
に
有
効
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

現
代
は
、
一
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
年
に
一
度
の
シ
ス
テ
ム
の
移

行
の
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
米
欧
が
二
一
世
紀
に
推
し

進
め
て
き
た
新
自
由
主
義
的
競
争
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

下
で
、
皮
肉
な
こ
と
に
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
年
に
わ
た
る
現
代
の

西
洋
の
枠
組
み
は
ゆ
っ
く
り
と
衰
退
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

二
一
世
紀
の
新
自
由
主
義
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ

に
よ
っ
て
拡
大
し
た
不
平
等
、
中
産
階
級
の
崩
壊
、
経
済
成
長
の

鈍
化
は
、
米
欧
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
自
国
中
心
主
義
（Ethno-

Centrism

）
を
も
た
ら
し
た
。
よ
り
極
端
に
振
れ
た
の
が
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
自
国
中
心

主
義
と
単
独
行
動
主
義
は
国
際
的
に
は
欧
州
先
進
国
の
反
発
を
買

い
、
国
内
的
に
も
自
由
主
義
・
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
民
主
党
や

市
民
か
ら
の
強
い
反
発
に
あ
い
、
さ
ら
に
世
界
最
大
の
感
染
と
死

者
数
を
出
し
た
。
ま
た
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
差
別
が
著
し
く

強
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
Ｂ
Ｌ
Ｍ
（Black Lives M

atter

：

黒

人
の
命
も
大
切
！
）
運
動
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
結
果
的
に
四
年
間
で
終
了
し
た
。
し
か
し
バ
イ
デ
ン
の

主
張
す
る
米
欧
日
の
同
盟
の
強
化
と
、
中
国
の
封
じ
込
め
戦
略
も
、
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称
賛
に
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
ワ
ク
チ
ン
後
も
、
い
ま

だ
米
欧
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
世
界
の
感
染
者
の
七
割
近
く
を
占
め

て
い
る
の
だ
。

〈
日
本
国
内
〉

　

対
し
て
日
本
は
ど
う
か
。
二
〇
二
〇
年
に
は
比
較
的
抑
え
ら
れ

て
き
た
が
、
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
爆
発
的
に
感
染
者
数
、
死
者

数
が
増
え
、
東
京
・
大
阪
・
沖
縄
・
北
海
道
・
愛
知
・
福
岡
な
ど

大
都
市
で
急
激
に
感
染
が
拡
大
し（
3
）、
大
阪
、
沖
縄
で
は
病
床

が
逼
迫
し
て
危
機
的
な
状
況
に
な
っ
た
。
世
界
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
二
二
二
カ
国
・
地
域
の
う
ち
、
感
染
七
四
万
超
、
死
者

一
・
四
万
人
超
で
、
世
界
三
四
位
に
上
が
っ
て
い
る（
4
）。
感
染

者
一
五
万
、
八
五
位
の
韓
国
、
感
染
者
九
万
、
一
〇
〇
位
の
中
国
、

感
染
者
一
・
四
万
、
一
四
三
位
の
台
湾
や
一
・
一
万
、
一
五
四
位

の
香
港
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。

　

ア
ジ
ア
で
は
日
本
の
感
染
は
高
い
の
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
ワ
ク
チ
ン
が
い
ま
だ
十
分
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
六
月
一
七
日
現
在
世
界
で
九
〇
位
、
一
回
接
種
が
一
七
・

三
％
で
、
中
国
や
韓
国
に
比
べ
か
な
り
遅
い
。
案
の
定
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
感
染
は
爆
発
的
に
拡
大
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
先
進
国
の
経
済
衰
退
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が

比
較
的
好
調
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
米
欧
日
の
う
ち
、
一
番

対
策
が
遅
れ
、
衰
退
著
し
い
の
は
日
本
か
も
し
れ
な
い
。
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バ
イ
デ
ン
政
権
の
誕
生
に
よ
り
、
急
速
な
コ
ロ
ナ
拡
大
の
修
復

や
社
会
保
障
・
医
療
の
充
実
、
欧
州
や
日
本
と
の
同
盟
関
係
の
回

復
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
中
国
に
対
す
る
警
戒
感
は
解
け
ず
、
む

し
ろ
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
同
盟
国
を
募
っ
て
、
中
国
の
孤
立

化
と
、
東
ア
ジ
ア
で
の
軍
事
力
強
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　

典
型
的
な
の
が
、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
（
四
か
国
戦
略
対
話
）
で
あ
る
。

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
は
、
二
〇
一
三
年
以
降
第
二
次
安
倍
政
権
が
提
案
し
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
日
本
の
四

か
国
に
よ
る
同
盟
強
化
と
ソ
フ
ト
な
中
国
封
じ
込
め
を
計
画
し
て

き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
の
Ｇ
7
の
会
合
で
も
、
積
極

的
に
同
盟
国
と
の
関
係
強
化
を
訴
え
、
中
国
へ
の
対
抗
と
「
自
由

民
主
主
義
」
の
「
価
値
の
同
盟
」
維
持
を
主
張
し
て
、
欧
州
や
日

本
に
接
近
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
プ
ラ
ス
を
構
想
し
、

韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
協
力
を
求
め
、
中
国
の
孤
立

化
を
図
っ
て
い
る
。

　

バ
イ
デ
ン
は
、
あ
と
一
〇
年
ほ
ど
で
中
国
に
経
済
力
、
Ｉ
Ｔ
、

軍
事
力
、
あ
る
い
は
医
療
技
術
面
で
も
追
い
抜
か
さ
れ
る
危
機
感

を
感
じ
て
中
国
の
封
じ
込
め
を
図
っ
て
い
る
が
、
欧
州
、
日
本
は

必
ず
し
も
そ
れ
に
同
調
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
安
倍
政
権
で

さ
え
、
経
団
連
や
経
済
同
友
会
さ
ら
に
は
中
小
企
業
商
工
会
な
ど

の
要
請
に
よ
り
、
今
や
中
国
と
の
貿
易
を
抑
え
る
こ
と
は
自
国
及

び
自
企
業
の
発
展
に
直
接
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
政
治
と
安
全
保

カ
は
世
界
第
三
位
に
な
る
と
予
測
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
米
中
貿
易
戦
争
に
よ
る
二
〇
―
二
五
％
に
及
ぶ

関
税
の
掛
け
合
い
が
、
ト
ラ
ン
プ
と
習
近
平
の
間
で
始
ま
っ
た
。

し
か
し
そ
の
影
響
は
、
中
国
で
半
導
体
や
電
子
機
器
な
ど
を
発
注

し
て
輸
入
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
企
業
に
打
撃
を
与

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、

中
国
のH

uaw
ei

やT
iktok

の
締
め
出
し
、
5
Ｇ
競
争
で
の
、

中
国
企
業
へ
の
部
品
調
達
や
Ｉ
Ｔ
関
係
の
製
品
の
購
入
締
め
出
し

な
ど
を
同
盟
国
に
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
さ
に
そ
う
し
た
中
で
、
二
〇
二
〇
年
一
月
、
コ
ロ
ナ
危
機
が

始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
初
は
中
国
・
武
漢
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
八

万
近
い
人
口
が
一
挙
に
感
染
し
死
者
四
〇
〇
〇
人
を
出
し
た
が
、

そ
の
後
中
国
は
徹
底
的
な
都
市
封
鎖
に
よ
っ
て
拡
大
を
防
い
だ
。

　

他
方
で
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
は
、
二
〇
年
四
月
か
ら
感
染
爆
発
が

広
が
り
、
一
時
は
世
界
の
感
染
・
死
者
の
九
割
を
占
め
た
。
そ
の

後
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
早
か
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
効
果
が
出
始
め

た
の
は
二
一
年
五
、
六
月
と
半
年
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
四
年
間
の
ア
メ
リ
カ
の
疲
弊
と
指
導
力
の
低
下
は
著

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

第
三
章　

ア
メ
リ
カ
に
よ
る

「
中
国
封
じ
込
め
」、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ

第
二
章　

コ
ロ
ナ
後
の
国
際
政
治

―
先
進
国
の
成
長
の
頭
打
ち

　

一
九
八
九
年
の
冷
戦
終
焉
か
ら
世
紀
転
換
期
の
一
〇
年
間
に
比

べ
、
冷
戦
終
焉
後
三
二
年
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
二
一
年
目
の
、

現
在
の
国
際
政
治
は
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

　

冷
戦
終
焉
と
一
九
九
一
年
の
ソ
連
邦
の
崩
壊
は
、
社
会
主
義
体

制
の
崩
壊
と
「
民
主
主
義
・
自
由
主
義
・
市
場
経
済
」
の
勝
利
と
、

Ｅ
Ｕ
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
拡
大
に
よ
り
、
米
欧
一
極
体
制
、
何
よ
り
ア

メ
リ
カ
の
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
が
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク

ヤ
マ
の
民
主
主
義
の
勝
利
と
『
歴
史
の
終
わ
り
』
が
語
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
の
状
態
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
の
9
・
11
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
へ
の
旅
客
機
の
突
入
と
爆
破
に
よ
る
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
始

ま
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
な
が
る
テ
ロ
と
戦

争
の
時
代
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
二
〇
一
〇
―

一
二
年
の
ユ
ー
ロ
危
機
と
い
う
米
欧
の
金
融
危
機
、
Ｅ
Ｕ
・
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
拡
大
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
西
格
差
と
南
北
格
差
の
広
が

り
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
新
自
由
主
義
競
争
の
広

が
り
と
移
民
の
増
大
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
カ

ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
、
一
握
り
の
超
富
裕
層
の
増
大
と
、
先
進
国

の
中
産
層
の
没
落
と
格
差
が
広
が
っ
た
（
下
図
）。

　

二
一
世
紀
に
入
り
、
先
進
国
の
経
済
成
長
率
は
一
％
台
が
続
い

た
の
に
対
し
、
中
国
・
イ
ン
ド
は
六
―
七
％
の
経
済
成
長
率
を
遂

げ
て
い
く
中
、
中
国
は
二
〇
一
〇
年
に
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
き
、

さ
ら
に
二
〇
一
四
年
に
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
購
買
力
平
価
）
ベ
ー
ス
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
で
、
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
た
。
二
〇
一
六
年
に
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
と
い
う
コ
ッ
プ
の
中
だ
け
の
好
景
気
に
沸
い
て
い
た
日
本
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
世
界
的
に
は
伸
び
悩
み
、
た
っ
た
六
年
間
で
中
国
は
日

本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
ほ
ぼ
三
倍
に
成
長
し
た
。
こ
の
頃
に
は
世
銀
や
Ｉ

Ｍ
Ｆ
が
、
二
〇
三
〇
年
に
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
も
中
国
は
ア
メ
リ
カ

を
抜
く
と
予
測
し
、
ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
二
〇
六
〇
も
、
二
〇
六
〇
年

に
は
イ
ン
ド
と
中
国
が
世
界
経
済
の
一
位
二
位
を
占
め
、
ア
メ
リ
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を
行
う
、
第
四
は
同
盟
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
で
、
気

候
変
動
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
協
力
、
日
米
の
技
術
協
力
、
サ
イ
バ

ー
や
人
工
知
能
で
の
協
力
、
と
続
け
て
い
る（
8
）。

　
「
中
国
が
戦
争
を
仕
掛
け
る
こ
と
は
な
い
」、
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
ま
ま
経
済
成
長
し
て
い
け
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
イ
ン
ド
と
と
も

に
追
い
越
す
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
に
、
あ
え
て
、
激
し
く
バ
ッ

シ
ン
グ
さ
れ
、
ソ
連
の
よ
う
に
国
家
を
解
体
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
軍
事
行
動
に
突
入
し
て
い
く
と
は
思
え
な
い
か
ら
だ
。

　

戦
争
を
仕
掛
け
る
の
は
米
国
の
側
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
米
が
仕

掛
け
た
戦
争
を
中
国
は
買
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
っ
た
と
き

日
本
が
最
前
線
で
中
国
の
攻
撃
を
跳
ね
返
す
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
だ

け
は
、
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
が
戦
争
戦
略

と
し
て
望
む
の
は
、「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
」
の
際
に
英
仏
が
ド
イ

ツ
と
ソ
連
に
望
ん
だ
と
同
様
、
自
国
は
か
か
わ
ら
ず
、
敵
同
士
を

戦
争
さ
せ
、
漁
夫
の
利
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
ジ
ア

人
同
士
、
す
な
わ
ち
中
国
対
韓
国
・
日
本
が
、
ア
メ
リ
カ
の
先
兵

と
し
て
戦
争
を
始
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
何

の
利
益
も
な
く
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
を
つ
ぶ
す
目
的
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
対
に
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
戦
争
を
始
め
て
は
な
ら
な
い
。

エ
ピ
ロ
ー
グ

　

ア
メ
リ
カ
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
時
の
よ
う
に
、

二
は
、
南
シ
ナ
海
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
攻
撃
、
第
三
は
、
台
湾

に
関
す
る
攻
撃
を
挙
げ
て
い
る（
7
）。

　

南
シ
ナ
海
の
米
海
軍
の
存
在
は
「
自
由
航
行
を
守
る
」
と
い
う

名
目
だ
が
、
ア
ジ
ア
の
領
域
に
、
一
万
キ
ロ
離
れ
た
ア
メ
リ
カ
大

陸
か
ら
や
っ
て
き
て
、
中
国
を
非
難
し
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
航
行

を
守
る
と
す
る
の
は
も
は
や
時
代
錯
誤
に
思
え
る
。
中
国
が
ア
メ

リ
カ
を
攻
撃
す
る
な
ら
と
も
か
く
、
東
ア
ジ
ア
を
ア
メ
リ
カ
の
庭

と
し
、
中
国
の
軍
艦
に
神
経
を
と
が
ら
す
の
は
、
す
で
に
ア
メ
リ

カ
が
世
界
の
警
察
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
今
、
普
遍
的
利
益

と
い
う
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
単
独
利
益
擁
護
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

彼
は
ま
た
、
米
中
戦
争
を
回
避
す
る
方
法
と
し
て
、
四
点
を
挙

げ
て
い
る
が
こ
れ
も
自
己
中
心
的
な
も
の
だ
。

　

第
一
は
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
に
勝
つ
と
い
う
誤
算
が
起
き
な
い

よ
う
、
米
国
の
軍
事
力
を
維
持
す
る
（
拡
大
す
る
？
）
必
要
が
あ

る
こ
と
、
第
二
は
、
同
盟
の
維
持
と
し
て
、
中
国
は
ロ
シ
ア
と
北

朝
鮮
し
か
同
盟
国
が
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
と
の
強
力
な
関
係
が
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を

除
く
ど
の
国
も
、
中
国
と
の
経
済
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、
簡
単

に
冷
戦
期
の
よ
う
に
中
国
を
敵
視
し
て
軍
事
同
盟
を
形
成
す
る
と

は
思
わ
れ
な
い
。

　

第
三
は
、
ア
メ
リ
カ
を
攻
撃
す
れ
ば
経
済
的
に
大
規
模
な
制
裁

ア
メ
リ
カ
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
と
、
中
国
と
経
済
関
係
を
継
続
す

る
こ
と
を
分
け
よ
う
と
す
る
国
は
多
い
。

　

今
や
二
〇
二
一
年
、
世
界
の
銀
行
資
産
の
ト
ッ
プ
四
社
は
、
中

国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
Ｅ
Ｕ
の
中
で
も
中
東
欧
諸
国
、
と
り
わ
け
ハ
ン
ガ
リ
ー
や

セ
ル
ビ
ア
な
ど
の
国
々
及
び
ギ
リ
シ
ャ
、
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
は
、

中
国
の
一
対
一
路
戦
略
と
、
一
六
＋
一
、
一
七
＋
一
に
よ
る
、
投

資
、
Ｉ
Ｔ
、 

医
療
技
術
（
ワ
ク
チ
ン
）
に
よ
り
、
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
で
大
量
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
に
よ
る
欧
州

と
り
わ
け
欧
州
の
東
半
分
は
、
中
国
か
ら
の
投
資
と
イ
ン
フ
ラ
、

医
療
技
術
や
ワ
ク
チ
ン
提
供
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
中
国
の
名
門
復
旦
大
学
が

初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
部
を
首
都
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
に
創
設
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
欧
州
及
び
国
内
に
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。

〈
新
冷
戦
か
？
〉

　

中
国
の
欧
州
進
出
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
で
の
影
響
力
拡
大
に

ア
メ
リ
カ
は
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
欧
州
軍
お
よ
び
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
）
軍
の
元
最
高
司
令
官
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
タ
ヴ
ィ
リ
デ
ィ
ス

は
、
米
中
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し
た
小
説
、『
二
〇
三
四
年
』
で
、

米
中
の
核
戦
争
シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
話
題
と
な
っ
た
。
彼
は
、
三

つ
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、
一
つ
は
尖
閣
諸
島
へ
の
攻
撃
、
第

障
は
ア
メ
リ
カ
、
経
済
は
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
い
う
姿
勢
を
崩

せ
な
い
で
い
る
。
欧
州
も
同
様
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
結
果
、
二

〇
二
〇
年
の
経
済
が
大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
て
い
る
中
、
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ノ
ビ
ッ
チ
に
よ
る
。「
二
つ
の
資
本
主
義
の
行
方
」『
朝
日
新
聞
』

二
〇
二
一
年
六
月
一
八
日
。

（
6
）　
「
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
」https://

w
w
w
.kjclub.com

/data/exc_board_53/2020/09/12/15999
03464_8c72babe9b3adc08e36ddc490299d196.jpg

（
7
）　
「『2034　

米
中
戦
争
』
の
警
告
」
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
タ
ヴ
ィ

リ
デ
ィ
ス
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
五
月
二
〇
日
。

（
8
）　

同
、「『2034　

米
中
戦
争
』
の
警
告
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇

二
一
年
五
月
二
〇
日
。

（
9
）　
「
米
中
対
立
は
「
新
冷
戦
」
か
」
オ
ッ
ド
・
ア
ル
ネ
・
ウ
ェ

ス
タ
ッ
ド
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
四
月
二
〇
日
。

（
10
）　

羽
場
久
美
子
、
最
終
講
義
「
米
・
中
・
Ｅ
Ｕ
ど
こ
が
二
一
世

紀
を
リ
ー
ド
す
る
か
？

―
Ｅ
Ｕ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）

と
規
範
力
」『
青
山
国
際
政
経
論
集
』
二
〇
二
一
年
五
月
。
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っ
て
イ
ー
ジ
ス
艦
や
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
を
中
国
に
向
け
、
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
た
と
え
命
中
し
た
と
し
て
も
自
国
に
核
の

雨
を
降
ら
せ
る
よ
う
な
愚
か
な
戦
略
に
乗
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

歴
史
的
な
近
隣
国
中
国
や
北
朝
鮮
に
対
し
、「
新
冷
戦
下
」
に

「
価
値
の
同
盟
」
を
掲
げ
て
ア
メ
リ
カ
の
先
導
者
と
し
て
戦
う
の

は
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
勤
勉
さ
と
地
道
さ
で
培

っ
て
き
た
経
済
大
国
・
技
術
立
国
と
し
て
の
日
本
の
知
を
生
か
し

て
、
米
欧
ア
ジ
ア
の
三
者
に
よ
る
国
際
秩
序
が
鼎
立
す
る
、
二
一

世
紀
後
半
を
目
指
し
、
そ
れ
を
技
術
的
・
経
済
的
に
先
導
す
る
役

割
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
後
の
国
際
社
会
の
中
で
日
本
が
目
指
す
べ
き
あ

り
方
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
10
）。

注（
1
）　Coronavirus tracker: the latest fi gures as countries 

fight 
the 

Covid-19 
resurgence 

| 
Financial 

T
im
es, 

https://w
w
w
.ft.com

/content/a2901ce8-5eb7-4633-b89c-

（
2
）　Reported Cases and D
eaths by Country or T

erri-
tory, W

orldom
eter, June20, 2021. https://w

w
w
.w
orldom

eters.info/coronavirus/

（
3
）　
【
都
道
府
県
別
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
の
ト
ラ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
解
析
、https://w

eb.sapm
ed.ac.jp/canm

ol/
coronavirus/japan_trajectory.htm
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札
幌
医
科
大
学
医
学
部

（
4
）　W
orldom

eter,

同
、June 20, 2021.

（
5
）　
「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
カ
ー
ブ
」
経
済
学
者
ブ
ラ
ン
コ
・
ミ
ラ

軍
事
対
立
を
肩
代
わ
り
さ
せ
て
代
理
戦
争
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

図
が
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
と
欧
州
が
、
こ
れ
に
乗
る
の
は
得
策
で

は
な
い
。

　

日
本
の
役
割
は
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
間
の
ブ
リ
ッ
ジ
な
い
し

緩
衝
国
と
な
っ
て
、
無
駄
な
戦
争
や
地
域
紛
争
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
の
座
を

守
る
た
め
に
先
兵
と
な
っ
て
中
国
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
ほ

ど
、
日
本
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
な
い
こ
と
は
な
い
。

　

日
本
は
中
国
と
も
、
イ
ン
ド
と
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
も
結

び
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
の
衰
退
、
さ
ら
に
日
本
の
衰
退

に
際
し
て
も
、
中
国
や
成
長
す
る
ア
ジ
ア
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
凋
落
が
早
ま
ら
な
い
よ
う
、
ア
ジ
ア
の
成
長
を
支
え

て
共
に
発
展
す
る
よ
う
、
誘
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
政
治
面
で
は

日
本
が
そ
う
し
た
い
わ
ゆ
るPolitical W

ill

（
政
治
的
意
思
）
を

強
力
に
持
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
、
経
済
面
で
は
、
戦
後
七

五
年
で
、
敗
戦
国
か
ら
世
界
第
二
位
、
第
三
位
の
経
済
大
国
に
の

し
上
が
っ
た
、
日
本
国
民
の
勤
勉
性
と
、
経
済
的
・
技
術
的
な
先

進
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
日
本
の
経
済
力
と
国
民

の
勤
勉
性
を
生
か
し
、
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
を
経
済
及
び
信
頼
醸

成
で
つ
な
ぐ
こ
と
が
、
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

局
地
核
戦
争
も
あ
り
う
る
状
況
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
盾
と
な

普
遍
主
義
的
な
制
度
化
を
掲
げ
て
、
国
際
連
盟
や
国
際
連
合
を
提

唱
し
た
と
き
に
は
、
ほ
か
の
国
々
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
新
世
界
秩

序
戦
略
」
を
た
た
え
、
そ
れ
に
依
拠
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
現
在
の
バ
イ
デ
ン
政
権
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
は
、

ア
メ
リ
カ
が
経
済
及
び
安
全
保
障
さ
ら
に
は
技
術
力
に
お
い
て
、

ト
ッ
プ
の
座
を
滑
り
落
ち
つ
つ
あ
る
と
き
、
第
二
位
に
迫
っ
て
い

る
中
国
を
孤
立
化
さ
せ
追
い
落
と
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
一
国
で
は
も
は
や
で
き
な
い
の
で
、「
同
盟
国
」

た
る
、
日
本
や
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
や
Ｇ
7
、
の
国
々
を
取
り
込
ん
で
、

「
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
中
国
と

対
立
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
だ
。

　
「
米
中
対
立
は
「
新
冷
戦
」
か
」
で
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ェ
ー
ル

大
学
教
授
オ
ッ
ド
・
ア
ル
ネ
・
ウ
ェ
ス
タ
ッ
ド
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
出

身
）
は
、
冷
戦
期
と
違
っ
て
も
は
や
米
中
二
極
で
は
な
く
多
極
化

が
進
ん
で
い
る
、
と
し
て
、
二
国
の
対
立
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立

や
冷
戦
で
は
な
く
、
共
存
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
も
は
や
国
際
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
超
大
国
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
中
国
も
冷
戦
時
の
超
大
国
の
よ
う
な
存
在
で
は

な
い（
9
）、
と
。

　

Ｇ
7
で
も
揺
ら
ぎ
が
見
え
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
が
「
価
値
の

同
盟
」
に
よ
っ
て
ト
ッ
プ
の
座
を
護
り
、
し
か
し
一
国
で
戦
え
な

い
か
ら
と
言
っ
て
同
盟
国
を
引
き
込
み
、
実
際
に
は
東
ア
ジ
ア
の
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特集・コロナ終焉後の世界

106

路
」

―
欧
米
諸
国
の
自
壊
と
、
排
外
主
義
の
暴
走
」『
現
代
イ

ス
メ
デ
ィ
ア
』
二
〇
二
一
年
四
月
二
九
日
。

羽
場
久
美
子
、
最
終
講
義
「
米
・
中
・
Ｅ
Ｕ
ど
こ
が
二
一
世
紀
を
リ

ー
ド
す
る
か
？

―
Ｅ
Ｕ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
と
規
範

力
」（
二
〇
二
一
年
一
月
一
四
日
）、『
青
山
国
際
政
経
論
集
』
二

〇
二
一
年
五
月
号
。

羽
場
久
美
子
「「
公
共
」
と
一
八
歳
選
挙
権

―
欧
州
の
ネ
ッ
ト
選

挙
と
「
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」」『
学
術
の
動
向
』
二

〇
一
七
年
、
二
二
巻
一
号
。

ブ
レ
マ
ー
、
イ
ア
ン
、
奥
村
準
訳
『
対
立
の
世
紀

―
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
破
綻
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
。

水
野
和
夫
・
古
川
元
久
『
正
義
の
政
治
経
済
学
』
朝
日
新
書
、
二
〇

二
一
年
三
月
。

ミ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
、
ブ
ラ
ン
コ
「
二
つ
の
資
本
主
義
の
行
方
」『
朝
日

新
聞
』
二
〇
二
一
年
六
月
一
八
日
。

（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
国
際
日
本
学
部
教
授
）

virus/japan_trajectory.htm
l

札
幌
医
科
大
学
医
学
部

「
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
」

　

https://w
w
w
.kjclub.com

/data/exc_board_53/2020/09/1
2/1599903464_8c72babe9b3adc08e36ddc490299d196.jpg

ウ
ェ
ス
タ
ッ
ド
、
オ
ッ
ド
・
ア
ル
ネ
「
米
中
対
立
は
「
新
冷
戦
」

か
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
四
月
二
〇
日
。

「
Ｇ
7
「
民
主
主
義
団
結
」
鮮
明
」「
対
中
国
宣
言
に
「
台
湾
海
峡
の

安
定
」」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
六
月
一
四
日
。

宇
野
重
規
『
民
主
主
義
と
は
何
か
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
〇

年
一
〇
月
。

ス
タ
ヴ
ィ
リ
デ
ィ
ス
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
「『2034　

米
中
戦
争
』
の
警

告
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
五
月
二
〇
日
。

ト
ッ
ド
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
、
聞
き
手
・
大
野
博
人
、
葛
西
哲
也
、
高

久
潤
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
後

―
米
中
激
突
と
日
本
の
最
終
選

択
』
朝
日
新
書
、
二
〇
二
一
年
二
月
。

羽
場
久
美
子
「『
地
域
統
合
の
起
源
』
と
ア
メ
リ
カ
の
欧
州
戦
略

―
極
東
戦
略
と
の
比
較
分
析
」『
青
山
国
際
政
経
論
集
』
二
〇

二
一
年
五
月
。

羽
場
久
美
子
「
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後
の
Ｅ
Ｕ
の
ア
ジ
ア
と
の
連
携

―

リ
ベ
ラ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
中
国
と
結
ぶ
か
？
」『
青
山
国
際
政

経
論
集
』
二
〇
二
一
年
五
月
。

羽
場
久
美
子
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
を
変
え
る
か
、
国
際
政
治

の
視
点
か
ら
」『
世
界
平
和
研
究
所
』
講
演
、
二
〇
二
〇
年
六
月

八
日
。

羽
場
久
美
子
「
コ
ロ
ナ
危
機
で
大
き
く
衰
退
す
る
「
先
進
国
の
末
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